
CONTENTS
特集　エコチャレふくい … ………………………… 2 〜 4
環境ふくい未来創造事業 … …………………………………5
ふくいまるごと環境学び舎 … ………………………………6
50 の自然体験マップ … ……………………………………6
ものを大切にする社会づくり事業 … ………………………7
環境マネジメント推進事業 … ………………………………8
ＳＡＴＯＹＡＭＡイニシアティブ推進ネットワーク …………9

「おいしいふくい食べきり運動」の新たな展開 ………… 10
３Ｒの促進 … ……………………………………………… 11

「コウノトリ」の繁殖・放鳥事業 ………………………… 12
福井県年縞博物館がオープン … ………………………… 13

里山里海湖研究所の活動 … ……………………………… 14
スポーツＧＯＭＩ拾い大会 … …………………………… 15
ふくいふるさとの音風景 … ……………………………… 15
環境ふくい推進協議会会長表彰 受賞者一覧 …………… 16
私たちの活動紹介 … ……………………………………… 17
主な環境関連法令の改正情報…………………… 18 〜 19
協議会からのお知らせ … ………………………………… 20
読者の窓 … ………………………………………………… 20

み
ん
な
の
か
ん
き
ょ
う 

71
平
成
31
年
3
月(

年
1
回)

通
巻
　
第
71
号
　
編
集
・
発
行
　
環
境
ふ
く
い
推
進
協
議
会
　
福
井
市
大
手
3-

17-

1
　
☎:

0 

7 

7 

6-

2 

0-

0 

3 

0 

1
環境ふくい推進協議会

第3日曜日は

誰でも手軽にできるエコなチャレンジ!!

みんなのかんきょう 71



県
で
は
、
県
民
に
省
エ
ネ
に
関
す
る
意
識
を
高
め
て
も
ら

い
、
地
球
温
暖
化
対
策
と
な
る
行
動
へ
の
自
発
的
な
取
組
み

へ
つ
な
げ
る
た
め
、企
業
・
団
体
の
皆
様
の
協
力
を
得
て
、「
地

球
温
暖
化
ス
ト
ッ
プ
県
民
運
動
・
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
・
ア
ー
ス
・
ふ

く
い
」
を
平
成
18
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
規
模
を
拡
大
し
て
こ
の
取
組
を
行
お
う
と
い

う
こ
と
で
、
県
と
共
催
で
統
一
行
動
「
エ
コ
チ
ャ
レ
」
や

「
ウ
ォ
ー
ム
シ
ェ
ア
」、「
省
エ
ネ
家
電
買
換
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」、

「
エ
コ
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

地
球
温
暖
化
ス
ト
ッ
プ
県
民
運
動

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
・
ア
ー
ス
・
ふ
く
い
と
は

県
民
、
企
業
・
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
日
常
生
活
や
事
業
活

動
に
お
い
て
、
身
近
な
省
エ
ネ
活
動
な
ど
の
取
組
み
を
実
行

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
（
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
）、

事
業
活
動
（
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ
）、
自
動
車
利
用
（
Ｖ
ｅ
ｈ
ｉ

ｃ
ｌ
ｅ
）、
環
境
教
育
（
Ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
の
分
野

に
お
い
て
、
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
の
輪
を
広
げ
よ
う
と
い

う
県
民
運
動
で
す
。
平
成
18
年
6
月
よ
り
、
福
井
県
地
球
温

暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
、
地
球
温
暖
化
ス

ト
ッ
プ
県
民
運
動
「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
・
ア
ー
ス
・
ふ
く
い
」
を
県
民
、

消
費
者
、
教
育
、
商
工
、
運
輸
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
林
業
関
係

の
各
団
体
等
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
推
進
し
て
い
ま
す
。

エ
コ
チ
ャ
レ
と
は

エ
コ
チ
ャ
レ
と
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
た
め
、
県
民

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
省
エ
ネ
活
動
で
す
。
ふ
く
い
エ
コ

生
活
推
進
会
議
で
季
節
ご
と
の
省
エ
ネ
テ
ー
マ
お
よ
び
活
動

内
容
を
設
定
し
、
毎
月
第
3
日
曜
日
（
エ
コ
チ
ャ
レ
の
日
）

に
実
施
す
る
よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。

エ
コ
チ
ャ
レ
ふ
く
い　

夏
（
8
月
〜
9
月
）

テ
ー
マ
：
ち
ょ
っ
と
の
工
夫
で
涼
し
さ
を
プ
ラ
ス

省
エ
ネ
行
動
（
エ
コ
チ
ャ
レ
）
の
例
：

・
1
か
所
の
涼
し
い
場
所
に
集
ま
っ
て
ク
ー
ル
シ
ェ
ア

・‌�

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン

や
す
だ
れ
等
で
涼
し

い
工
夫

・‌�

フ
ィ
ル
タ
ー
清
掃
で

エ
ア
コ
ン
の
効
き
目

ア
ッ
プ

エ
コ
チ
ャ
レ
ふ
く
い　

秋
（
10
月
〜
11
月
）

テ
ー
マ
：
行
楽
の
秋
、
ス
マ
ー
ト
ム
ー
ブ
で

　
　
　
　

移
動
も
エ
コ
に
！

省
エ
ネ
行
動
（
エ
コ
チ
ャ
レ
）
の
例
：

・‌�

エ
コ
カ
ー
や
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
で
車
の
利
用

を
工
夫

・‌�

公
共
交
通
機
関
を
利

用
し
よ
う

・‌�

自
転
車
や
徒
歩
を
見

直
そ
う

特
集

　   

エ
コ
チ
ャ
レ
ふ
く
い

ＬＯＶＥ・アース・ふくい

Ｌife	 日常生活
Ｏffice	 事業活動
Ｖehicle	 自動車利用
Ｅducation	 環境教育

の分野において、温室効果ガス削減に
向けた活動の輪を広げる県民運動とし
て「ＬＯＶＥ・アース・ふくい」を展
開しています。

氷柱でクールシェア

スマートムーブ宣言

チラシ（夏）チラシ（秋）
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エ
コ
チ
ャ
レ
ふ
く
い　

冬
（
12
月
〜
3
月
）

テ
ー
マ
：
衣
食
住
の
一
工
夫
で
あ
た
た
か
く
！

　
　
　
　

省
エ
ネ
実
践

省
エ
ネ
行
動
（
エ
コ
チ
ャ
レ
）
の
例
：

・‌�

機
能
性
素
材
の
あ
っ
た
か

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
楽
し
む

・‌�

あ
っ
た
か
レ
シ
ピ
で
心
も

体
も
あ
た
た
ま
ろ
う

・‌�

ウ
ォ
ー
ム
シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ

ト
に
出
か
け
よ
う

 

エ
コ
チ
ャ
レ
ふ
く
い
を

盛
り
上
げ
る
た
め
の
事
業

「
エ
コ
チ
ャ
レ
ふ
く
い
」
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、「
我
が
家

の
エ
コ
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
」、「
ウ
ォ
ー
ム
シ
ェ
ア
ふ
く

い
」、「
ふ
く
い
省
エ
ネ
家
電
買
替
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施

し
ま
し
た
。

我
が
家
の
エ
コ
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト

身
近
な
食
生
活
か
ら
始
め
る
省
エ
ネ
活
動
を
推
進
す
る
た

め
、
学
校
法
人
天
谷
学
園 

直
営
レ
ス
ト
ラ
ン
「
サ
ニ
ー
サ

イ
ド
」
と
協
同
で
、
夏
季
と
冬
季
に
県
民
か
ら
エ
コ
レ
シ
ピ

を
募
集
し
ま
し
た
。

〈
夏
〉
涼
を
感
じ
る 

我
が
家
の
エ
コ
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト

評
価
の
ポ
イ
ン
ト
に
「
見
て
涼
し

く
感
じ
ら
れ
る
こ
と
」、「
火
や
電
気

コ
ン
ロ
、
電
子
レ
ン
ジ
等
を
上
手
に

使
っ
た
調
理
法
で
あ
る
こ
と
」
な
ど

を
設
け
、平
成
30
年
8
月
29
日
（
水
）

か
ら
9
月
10
日
（
月
）
ま
で
、
夏
季

の
エ
コ
レ
シ
ピ
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

58
件
の
応
募
が
あ
り
、
優
秀
作
品
を

5
点
選
出
し
ま
し
た
。
優
秀
作
品
に

つ
い
て
は
、「
エ
コ
チ
ャ
レ
ふ
く
い
」

の
特
設
サ
イ
ト
に
公
開
し
て
い
ま
す
。

〈
冬
〉
温
か
み
を
感
じ
る 

我
が
家
の
エ
コ
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト

同
様
に
平
成
31
年
1
月
5
日（
土
）日
か
ら
2
月
4
日（
月
）

ま
で
エ
コ
レ
シ
ピ
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
46
件
の
応
募
が
あ

り
、
優
秀
作
品
を
5
点
選
出
し
ま
し
た
。

ウ
ォ
ー
ム
シ
ェ
ア
ふ
く
い

福
井
県
全
体
で
ウ
ォ
ー
ム
シ
ェ
ア
の
取
組
を
行
お
う
と
い

う
こ
と
で
、
環
境
ふ
く
い
推
進
協
議
会
と
福
井
県
が
共
催

で
「
ウ
ォ
ー
ム
シ
ェ
ア
ふ
く
い
」
と
題
し
、
県
内
の
図
書
館

や
飲
食
店
な
ど
み
ん
な
で
暖
か
く
快
適
に
過
ご
せ
る
場
所
を

ウ
ォ
ー
ム
シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
登
録
し
、
こ
れ
ら
の
利

用
を
促
す
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

県
内
の
ウ
ォ
ー
ム
シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト

今
年
度
は
、
民
間
施
設
90
か
所
、
公
共
施
設
98
か
所
、
合

計
1
8
8
か
所
を
登
録
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
図
書
館
や
美
術
館
、
映
画
館
、
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
な
り
ま
す
。

ウォームシェア

チラシ（冬）

優秀作品（一部）優秀作品（一部）

ウォームシェアスポット一覧
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ウ
ォ
ー
ム
シ
ェ
ア
ふ
く
い
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

今
年
度
は
、
豪
華
賞
品
が
抽
選
で
あ
た
る
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
も
併
せ
て
実
施
し
ま
し
た
。

ウ
ォ
ー
ム
シ
ェ
ア
ふ
く
い
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
と
は
、ウ
ォ
ー

ム
シ
ェ
ア
取
組
み
期
間
中
に
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施
し

て
い
る
ウ
ォ
ー
ム
シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト
で
、
所
定
の
ス
タ
ン
プ

カ
ー
ド
に
ス
タ
ン
プ
を
3
つ
集
め
て
応
募
す
る
と
、
応
募
い

た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
、
抽
選
で
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
お

贈
り
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
今
年
度
は
企
業
・
団
体
様

よ
り
「
映
画
鑑
賞
券
」、「
商
品
券
」、「
日
用
品
」
等
、
総
勢

3
9
6
名
分
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
今
年
度
の
ウ
ォ
ー
ム
シ
ェ
ア
ふ
く
い
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
へ
の
総
応
募
数
は
3
，1
9
6
件
で
し
た
。

ふ
く
い
省
エ
ネ
家
電

買
替
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て

Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
に
効
果
の
あ
る
4
つ
星
以
上
の
省
エ
ネ

家
電
等
を
県
民
が
選
択
す
る
よ
う
促
す
た
め
、
対
象
店
舗
で

省
エ
ネ
家
電
を
購
入
し
た
者
に
対
し
、
抽
選
で
エ
コ
に
関
す

る
景
品
等
を
贈
呈
す
る
ふ
く
い
省
エ
ネ
家
電
買
替
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
対
象
店
舗
と

対
象
家
電
に
つ
い
て

今
年
度
は
、
民
間
施
設
10
か
所
（
県
内
1
0
0
万
ボ
ル

ト
、
ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
）、
福
井
県
電
器
商
業
組
合
加
盟
店
舗

2
3
2
か
所
合
計
2
4
2
か
所
を
対
象
店
舗
と
し
て
登
録
さ

せ
て
た
だ
き
ま
し
た
。
対
象
家
電
は
、
統
一
省
エ
ネ
ラ
ベ
ル

4
つ
星
以
上
の
エ
ア
コ
ン
、
液
晶
テ
レ
ビ
、
電
気
冷
蔵
庫
、

ま
た
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
と
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の
総
応
募
総
数
は
1
1
7
件

で
し
た
。

こ
れ
か
ら
の

エ
コ
チ
ャ
レ
ふ
く
い
が
目
指
す
も
の

現
在
、
地
球
環
境
の
変
化
は
年
々
加
速
し
、
特
に
温
暖
化

に
よ
る
気
候
変
動
は
危
機
的
状
態
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
温
暖
化
対
策
に
対
す
る
意
識
向
上
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、「
エ
コ
チ
ャ
レ
ふ
く
い
」
の
よ
う
な
、
多
く

の
県
民
が
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て
学
び
、
考
え
る
取
組
み
の

重
要
性
は
増
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

こ
の
た
め
、当
協
議
会
で
は
こ
の
「
エ
コ
チ
ャ
レ
ふ
く
い
」

に
つ
い
て
今
後
も
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
と
と
も
に
、
温

暖
化
対
策
を
し
っ
か
り
と
伝
え
る
こ
と
の
で
き
る
事
業
と
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

対象店舗

対象家電

ウォームシェアふくいチラシ
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環
境
ふ
く
い
未
来
創
造
事
業

こ
の
事
業
は
、
当
協
議
会
に
い
た
だ
い
た
寄
付
金
な
ど
を

財
源
に
、
県
内
の
環
境
保
全
団
体
に
助
成
し
、
環
境
保
全
活

動
が
活
性
化
す
る
こ
と
目
的
に
平
成
27
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
ま
す
。

今
年
度
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
枠
1
団
体
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
枠

2
団
体
に
対
し
助
成
し
て
い
ま
す
。

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
枠

　

‌�

地
域
に
お
け
る
無
報
酬
の
環
境
保
全
活
動
の
維
持
等
に
対

す
る
助
成

※
チ
ャ
レ
ン
ジ
枠

　

‌�

経
営
計
画
に
基
づ
い
た
自
立
運
営
を
目
指
す
活
動
に
対
す

る
助
成

助
成
を
受
け
た
団
体
の
活
動
紹
介

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
枠

①
め
だ
か
の
学
校
塾
（
越
前
町
）

同
団
体
は
、
山
里
の
休
耕
田
や
荒
廃
し
た
田
畑
の
再
利

用
に
よ
り
、
生
き
物
の
再
生
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
る

団
体
で
す
。

今
年
度
は
、
未
就
学
児
の
野
菜
収
穫
体
験
や
自
然
観
察

に
加
え
、
子
ど
も
達
と
シ
イ
タ
ケ
を
栽
培
す
る
な
ど
活
動

内
容
を
広
げ
て
い
ま
す
。

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
枠

①
坂
口
地
区
う
ら
ら
の
町
づ
く
り
振
興
会
（
越
前
市
）

同
会
に
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
資
金
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
助
成
期
間
最
終
年
度
で
あ
る
た
め
、
自

立
運
営
に
む
け
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

内
容
は
、
坂
口
小
学
校
の
裏
山
（
ハ
ッ
ピ
ー
山
）
や
矢

良
巣
岳
の
登
山
道
を
、
プ
ラ
擬
木
を
使
っ
て
整
備
し
、
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
で
地
区
内
外
の
方
に
散
策
を
楽

し
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

②
（
一
社
）
日
本
サ
ー
フ
ィ
ン
連
盟
福
井
支
部
（
坂
井
市
）

同
支
部
は
嶺
北
を
中
心
と
す
る
サ
ー
フ
ポ
イ
ン
ト
周
辺

で
、
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
や
環
境
美
化
活
動
を
行
い
、
清
掃

活
動
を
若
い
世
代
に
拡
大
す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

清
掃
活
動
に
サ
ー
フ
ィ
ン
体
験
や
漂
着
物
を
使
っ
た
ク

ラ
フ
ト
教
室
を
組
み
合
わ
せ
る
な
ど
、
楽
し
み
な
が
ら
参

加
で
き
る
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

ご
寄
附
に
つ
い
て

環
境
ふ
く
い
未
来
創
造
事
業
は
、
皆
様
か
ら
の
寄
付
金
に

よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。
県
内
の
環
境
保
全
活
動
の
活
性
化

の
た
め
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

環
境
ふ
く
い
推
進
協
議
会  

事
業
紹
介

株
式
会
社 

華
（
リ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
華
）
様

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
株
式
会
社 

様

福
井
信
用
金
庫 

様

福
井
青
果
株
式
会
社 

様

�

（
50
音
順
）

ご寄付
ありがとうございました
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ふ
く
い
ま
る
ご
と
環
境
学
び
舎

当
協
議
会
で
は
環
境
保
全
活
動
の
活
性
化
の
た
め
、
企
業

や
環
境
保
全
団
体
向
け
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
な
ど
、

団
体
支
援
、
研
修
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

環
境
福
井
ス
タ
イ
ル
セ
ミ
ナ
ー

環
境
福
井
ス
タ
イ
ル
と
は
、
環
境
保
全
団
体
が
情
報
共
有

と
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
よ
り
、
安
定
し
た
収
入
や
適
切
な
助
成

を
得
な
が
ら
、
企
業
と
も
協
働
し
て
活
動
し
て
い
く
こ
と
の

総
称
で
す
。

昨
今
、
平
成
30
年
2
月
の
大
雪
や
日
本
国
内
で
発
生
す
る

集
中
豪
雨
な
ど
、
気
候
変
動
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
を
う
け
、
平
成
30
年
11
月
8
日
、
ア
オ
ッ
サ
に

お
い
て
気
象
予
報
士
の
二
村
千
津
子
氏
を
迎
え
「
2
1
0
0

年
の
天
気
予
報
」
と
題
し
て
異
常
気
象
と
地
球
温
暖
化
に
つ

い
て
講
演
い
た
だ
き
、
44
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

環
境
省
が
提
供
す
る「
2
1
0
0
年
の
天
気
予
報
」の
ツ
ー

ル
を
使
っ
て
、
未
来
の
福
井
県
に
お
け
る
天
気
予
報
や
世
界

で
起
き
て
い
る
異
常
気
象
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
お
話
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
球
温
暖
化
に
対
し
、
何
も
対
策
を

し
て
い
な
い
場
合
と
対
策
を
と
っ
た
場
合
で
は
温
暖
化
の
進

む
ス
ピ
ー
ド
が
明
ら
か
に
異
な
る
こ
と
を
映
像
で
み
た
参
加

者
か
ら
、
驚
き
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

協
議
会
に
お
い
て
も
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
取
組
む
「
Ｌ

Ｏ
Ｖ
Ｅ
・
ア
ー
ス
・
ふ
く
い
」
事
業
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

県
民
の
皆
さ
ま
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
し
て
く
だ
さ
い
。

50
の
自
然
体
験
マ
ッ
プ

県
内
の
子
ど
も
達
の
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
自
然
体
験
（
山
・

川
・
海
・
湖
な
ど
幅
広
い
場
所
に
お
け
る
自
然
体
験
）
を
進

め
る
た
め
、
平
成
27
年
度
に
冊
子
「
ふ
く
い
っ
子
に
体
験
し

て
ほ
し
い
50
の
自
然
体
験
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

冊
子
は
、
50
の
自
然
体
験
を
、
体
験
し
て
ほ
し
い
学
年
別

に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
毎
年
度
、
県
内
の
全
て
の
小
学
1
年

生
に
配
布
し
て
い
ま
す
が
、
書
い
て
あ
る
自
然
体
験
が
ど
こ

で
で
き
る
の
か
知
り
た
い
と
の
御
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
応
え
る
た
め
、
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
改
修

し
、
自
然
体
験
が
で
き
る
施
設
を
検
索
で
き
る
ペ
ー
ジ
を
追

加
し
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
市
町
の
施
設
を
中
心
に
56
施
設
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

施
設
名
、
体
験
で
き
る
内
容
、
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
、
電
話
番

号
、
住
所
な
ど
が
分
か
り
ま
す
。
今
後
、
年
に
一
回
の
ペ
ー

ス
で
内
容
を
更
新
し
て
い
く
予
定
で
す
。

冊
子
を
読
ん
で
、
体
験
し
た
い
こ
と
が
見
つ
か
っ
た
ら
ぜ

ひ
現
地
に
足
を
運
ん
で
親
子
で
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

冊
子
は
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

http://www.kankyou-fukui.jp/110_nature_experience/index.html
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も
の
を
大
切
に
す
る
社
会
づ
く
り
事
業

当
協
議
会
で
は
、
福
井
県
環
境
基
本
計
画
に
掲
げ
た
「
も

の
を
大
切
に
す
る
社
会
づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
、
リ
ユ
ー

ス
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
・
リ
ユ
ー
ス
イ
ベ
ン
ト
実
施
団
体
へ
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

総
合
的
な
リ
ユ
ー
ス
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

平
成
30
年
11
月
に
、
福
井
駅
西
口
の
ハ
ピ
テ
ラ
ス
で
、
大

古
本
市
、
お
も
ち
ゃ
病
院
、
ま
ち
の
修
理
屋
さ
ん
に
よ
る
お

手
入
れ
講
座
、
雑
が
み
回
収
を
同
時
に
行
う
総
合
的
な
リ

ユ
ー
ス
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
「
わ
く
わ
く
も
っ

た
い
な
い
フ
ェ
ス
タ

2
0
1
8
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
当
日
は
、
学

生
や
家
族
連
れ
等
約

1,
5
0
0
名
の
方
に
ご

来
場
い
た
だ
き
、「
も

の
を
大
切
に
す
る
社

会
」
の
さ
ら
な
る
定
着

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

古
本
市

県
庁
1
階
ロ
ビ
ー
や
、
福
井
駅
西
口
地
下
駐
車
場
等
に
設

置
し
た
ボ
ッ
ク
ス
を
通
じ
て
回
収
し
た
古
本
を
、
ア
オ
ッ
サ

等
で
の
「
ま
ご
こ
ろ
古
本
市
」
で
販
売
し
、
そ
の
売
り
上
げ

を
県
内
の
環
境
保
全
団
体
の
支
援
等
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

有
人
販
売
に
加
え
て
よ
り
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
け

る
よ
う
、
福
井
県
生
活
学
習
館
、
鯖
江
市
嚮
陽
会
館
、
福
井

県
陶
芸
館
で
古
本
の
無
人
販
売
も
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
30

年
6
月
、
10
月
に
は
福
井
市
総
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

で
も
無
人
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
古
本
市
を
開
催
す
る
団
体
に
対
し
、
古
本
の
提
供

や
備
品
の
購
入
補
助

の
支
援
も
行
っ
て
お

り
、
支
援
を
受
け
た
民

間
団
体
は
、
県
内
の
環

境
フ
ェ
ア
、
各
地
区
の

お
祭
り
等
で
古
本
市
を

行
っ
て
い
ま
す
。
平
成

30
年
度
は
、
支
援
を
受

け
た
4
団
体
が
古
本
市

を
開
催
し
ま
し
た
。

お
も
ち
ゃ
病
院

お
も
ち
ゃ
の
修
理
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
も
の
を
大

切
に
す
る
気
持
ち
を
伝
え
る
た
め
、
お
も
ち
ゃ
の
修
理
を
行

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー
」
の
養
成
講
座
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
か
ら
こ
れ
ま
で
に
、
延
べ
3
9
0
人
が
受
講

し
ま
し
た
。
養
成
講
座
を
受
講
し
た「
お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー
」

の
う
ち
希
望
者
は
、「
お
も
ち
ゃ
病
院
」
で
お
も
ち
ゃ
の
修

理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
県
内
8
か
所
で
お
も
ち
ゃ
病
院
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

各
病
院
の
活
動
日
、
活
動
場
所
等
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
用
品
リ
ユ
ー
ス
市

各
地
域
で
子
育
て
用
品
の
リ
ユ
ー
ス
活
動
を
活
発
化
さ
せ

る
た
め
、
子
育
て
用
品
リ
ユ
ー
ス
市
を
実
施
す
る
団
体
に
対

し
、
開
催
に
必
要
な
備
品
の
購
入
補
助
の
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

平
成
30
年
度
は
、
支

援
を
受
け
た
1
団
体
が

子
育
て
用
品
リ
ユ
ー
ス

市
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
後
も
「
も
の
を
大

切
に
す
る
社
会
づ
く

り
」
を
進
め
る
た
め
、

団
体
へ
の
支
援
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

わくわくもったいないフェスタ2018

アオッサでの古本市

子育て用品リユース市

福井県おもちゃ病院
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環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
事
業

企
業
見
学
会
（
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
事
業
と
し
て
、

当
協
議
会
企
業
会
員
19
社
、
27
名
の
参
加
の
も
と
、
平
成
30

年
10
月
19
日
（
金
）
に
環
境
保
全
に
積
極
的
に
取
組
ん
で
い

る
県
外
の
先
進
企
業
の
見
学
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

麒
麟
麦
酒
株
式
会
社  

滋
賀
工
場

最
初
に
訪
れ
た
の
は
、
滋
賀
県
犬
上
郡
に
あ
る
麒
麟
麦
酒

株
式
会
社
滋
賀
工
場
で
す
。
滋
賀
工
場
は
、「
平
成
29
年
度

滋
賀
県
低
炭
素
社
会
づ
く
り
賞
（
事
業
者
行
動
計
画
書
制
度

部
門
）」
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、「
滋
賀
県
低
炭
素
社
会
づ
く
り
賞
」
を
受
賞

し
た
取
組
み
と
し
て
、
四
半
期
ご
と
の
省
エ
ネ
委
員
会
で
見

直
し
を
図
っ
た
製
造
部
門
ご
と
の
洗
浄
方
法
や
排
水
処
理
設

備
の
改
良
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
、
照
明
設
備
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
に
よ
る
電

力
の
省
エ
ネ
に
つ

い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
ま
た
エ

ア
漏
れ
を
可
視
化

す
る
機
器
を
用
い

た
従
業
員
の
定
期

的
な
パ
ト
ロ
ー
ル

方
法
も
学
び
ま
し

た
。

オ
ザ
ワ
繊
工
株
式
会
社

次
に
訪
れ
た
の
は
、
愛
知
県
一
宮
市
に
あ
る
オ
ザ
ワ
繊
工

株
式
会
社
で
す
。
こ
ち
ら
の
会
社
は
、
主
に
染
色
を
行
っ
て

い
る
会
社
で
「
平
成
29
年
度
省
エ
ネ
大
賞
事
例
部
門
経
済
産

業
大
臣
賞
」
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
独
創
的
な
ア
イ
デ
ア
に
よ
る
省
エ
ネ
活
動
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
で
、
実
際
の
設
備
を
見
学
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
染
色
液
下
部
に
ダ
ミ
ー

管
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
る
、
染
色
液
・
燃
料
の
削
減
方
法

等
を
学
び
ま
し
た
。

見
学
を
受
け
入

れ
て
い
た
だ
い
た

ど
ち
ら
の
工
場
で

も
、
興
味
深
い
内

容
の
省
エ
ネ
の
取

組
み
を
実
践
し
て

お
り
、
見
学
後
は

活
発
な
質
疑
応
答

が
行
わ
れ
る
な
ど
、

充
実
し
た
見
学
会

と
な
り
ま
し
た
。

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー

平
成
31
年
2
月
5
日
（
火
）
に
、
会
員
企
業
の
環
境
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
資
質
向
上
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
く
た

め
、
福
井
県
国
際
交
流
会
館
に
お
い
て
、「
環
境
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
、
61
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
金
沢
工
業
大
学
の
北
川
達
也
様
に
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

概
要
と
取
組
事
例
」
と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
に
、テ
ラ
オ
ラ
イ
テ
ッ
ク
株
式
会
社
の
寺
尾
忍
様
に「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
事
例
発
表
」
と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
清
川
メ
ッ
キ
工
業
株
式
会
社
の
武
内
加
寿
也
様

に
「
自
由
な
る
創
意
に
よ
る
継
続
的
改
善
活
動
〜
Ｉ
ビ
ジ
ョ

ン
省
エ
ネ
の
取
組
み
〜
」と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

県
か
ら
は
環
境
法
令
の
最
近
の
動
向
に
つ
い
て
説
明
を
行

い
、
一
般
社
団
法
人
ふ
く
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協

会
か
ら
、
省
エ
ネ
診
断
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

麒麟麦酒株式会社滋賀工場での説明

オザワ繊工株式会社での工場見学
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Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

平
成
25
年
9
月
に
福
井
県
で
開
催
さ
れ
た
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ

Ｍ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
国
際
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｉ
Ｐ
Ｓ

Ｉ
）
第
4
回
定
例
会
合
を
契
機
に
、
福
井
県
と
石
川
県
の
両

知
事
が
代
表
を
務
め
、
国
内
の
民
間
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ

Ｏ
、
研
究
機
関
、
行
政
機
関
等
の
組
織
が
参
画
す
る
「
Ｓ
Ａ

Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

当
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
国
内
に
お
け
る
多
様
な
主
体
が
そ

の
垣
根
を
越
え
、
様
々
な
交
流
・
連
携
・
情
報
交
換
等
を
図

る
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
し
、
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ

Ｍ
Ａ
に
お
け
る
生
物
多
様
性
の
保
全
・
利
用
の
取
組
み
を
国

民
的
取
り
組
み
へ
展
開
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
1
1
5
の
団
体
が
参
加
し
、
自
然
再
生
の
先
進
地
の
視

察
や
、
里
山
里
海
湖
の
保
全
・
再
生
活
動
に
か
か
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
開
催
、
環
境
関
連
の
展
示
会
で
の
活
動
Ｐ
Ｒ
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
の
活
動
紹
介

（
1
）
Ｉ
Ｐ
Ｓ
Ｉ
第
7
回
定
例
会
合

　
　
　

公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
事
例
紹
介

平
成
30
年
9
月
30
日
に
石
川
県
金
沢
市
で
開
催
さ
れ
た
Ｉ

Ｐ
Ｓ
Ｉ
第
7
回
定
例
会
合
公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｙ

Ａ
Ｍ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
生
物
多
様
性
愛
知
目
標
及
び
持

続
可
能
な
開
発（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）へ
の
貢
献
」へ
参
加
し
ま
し
た
。

世
界
各
国
の
Ｉ
Ｐ
Ｓ
Ｉ
メ
ン
バ
ー
お
よ
び
日
本
国
内
の
関
係

者
お
よ
そ
1
1
0
名
が
参
加
し
、
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
が
生
物
多
様
性
に
関
す
る
国
際
的
な
目
標
で
あ

る
愛
知
目
標
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
ど
の
よ
う
に
貢
献
し
て
き
た
か

を
考
え
ま
し
た
。
公
開

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て

当
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
日

本
国
内
の
事
例
紹
介
と

し
て
、
参
加
団
体
の
里

山
里
海
湖
の
保
全
に
関

す
る
取
り
組
み
や
、
当

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
合

を
き
っ
か
け
と
し
て
設

立
さ
れ
た
「
生
物
多
様

性
び
わ
湖
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
の
活
動
を
紹
介
し

ま
し
た
。

（
2
）
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
の
開
催

平
成
30
年
10
月
1
日
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
参
加
団
体
で
あ

る
小
松
市
（
石
川
県
）
に
お
い
て
、
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
を

開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
小
松
市
に
あ
る
里
山
自
然
学
校

こ
ま
つ
滝
ヶ
原
、
ト
ン
ボ
の
楽
園
、
日
用
苔
の
里
、
里
山
健

康
学
校
せ
せ
ら
ぎ
の
里

な
ど
を
訪
れ
、
伝
統
的

な
石
切
文
化
、
休
耕
田

で
の
ビ
オ
ト
ー
プ
整
備
、

集
落
に
生
育
す
る
豊
富

な
苔
な
ど
の
地
域
資
源

の
保
全
活
動
、
地
域
資

源
を
地
域
活
性
化
に
活

か
す
活
動
に
つ
い
て
、

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

（
3
）
環
境
展
示
会
で
の
活
動
Ｐ
Ｒ

平
成
30
年
12
月
5
日
〜
8
日
に
東
京
国
際
展
示
場
で
開
催

さ
れ
た
環
境
展
示
会
エ
コ
プ
ロ
2
0
1
8
に
「
取
り
戻
そ
う

Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
の
生
き
も
の
た
ち
」
を
テ
ー
マ
に
出
展

し
ま
し
た
。
5
回
目
の
出
展
と
な
る
今
回
は
、
里
山
里
海
湖

に
生
息
す
る
生
き
も
の
塗
り
絵
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、

身
近
で
多
様
な
里
山
里
海
湖
に
い
た
生
き
も
の
が
絶
滅
の
危

機
に
瀕
し
て
い
る

現
状
と
そ
の
原
因
、

生
き
も
の
の
保
全

の
た
め
に
で
き
る

こ
と
を
参
加
団
体

の
取
組
を
紹
介
し

な
が
ら
説
明
し
ま

し
た
。

公開フォーラム

エコプロ2018

エクスカーション

9



特
集

　   

エ
コ
チ
ャ
レ
ふ
く
い

「
お
い
し
い
ふ
く
い
食
べ
き
り
運
動
」の

新
た
な
展
開

賞
味
期
限
切
れ
、
消
費
期
限
切
れ
、
食
べ
残
し
と
い
っ
た
、

本
来
食
べ
ら
れ
た
は
ず
の
い
わ
ゆ
る
「
食
品
ロ
ス
」
は
、
日

本
国
内
で
年
間
6
4
6
万
ト
ン
に
も
上
り
ま
す
。

平
成
29
年
度
に
県
内
7
地
域
で
食
品
ロ
ス
実
態
調
査
を
実

施
し
た
結
果
、
可
燃
ご
み
に
占
め
る
食
品
廃
棄
物
の
割
合
は

3
9 .

5
％
、
う
ち
食
品
ロ
ス
の
割
合
は
1
3 .

5
％
で
し
た
。

福
井
県
で
は
「
お
い
し
い
食
べ
き
り
」
発
祥
県
と
し
て
、

平
成
18
年
度
か
ら
全
国
に
先
駆
け
て
、
お
い
し
い
食
材
を

使
っ
て
お
い
し
い
料
理
を
適
量
作
っ
て
食
べ
き
る
運
動
、「
お

い
し
い
ふ
く
い
食
べ
き
り
運
動
」
を
展
開
し
、
食
品
ロ
ス
の

削
減
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

お
い
し
い
食
べ
き
り
実
践
企
業
登
録

こ
れ
ま
で
は
、
お
い
し
い
食
べ
き
り
協
力
店
な
ど
、
食
事

を
提
供
す
る
側
か
ら
の
運
動
を
中
心
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

平
成
30
年
7
月
か
ら
、
新
た
に
注
文
す
る
側
か
ら
の
取
り
組

み
を
進
め
よ
う
と
、「
お
い
し
い
ふ
く
い
食
べ
き
り
実
践
企

業
」
の
登
録
制
度
を
設
け
ま
し
た
。

「
お
い
し
い
ふ
く
い
食
べ
き
り
実
践
企
業
」
は
、「
お
い
し

い
ふ
く
い
食
べ
き
り
運
動
」
に
賛
同
す
る
と
と
も
に
、「
食

べ
き
り
オ
ー
ダ
ー
シ
ー

ト
」
を
用
い
て
、
男
女

比
や
年
代
、
料
理
の
分

量
の
要
望
を
お
店
に
伝

え
、
適
量
注
文
で
お
い

し
く
食
べ
き
る
宴
会
を

実
践
す
る
企
業
で
す
。

平
成
31
年
2
月
末
現

在
、
94
事
業
所
が
登
録

し
、
お
い
し
い
食
べ
き

り
に
努
め
て
い
ま
す
。

「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
」国
体
・
障
ス
ポ
で
の
啓
発

ま
た
、「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
」
国
体
・
障
ス
ポ
の
開
催

期
間
（
9
月
〜
10
月
）
を
「
お
い
し
い
ふ
く
い
食
べ
き
り
運

動
」
の
徹
底
期
間
と
し
て
、
食
べ
き
り
協
力
店
、「
ふ
く
い
、

幸
サ
ー
チ
」
登
録
店
、
大
会
参
加
者
宿
泊
施
設
、
お
も
て
な

し
広
場
、
県
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
、
食
に
関
わ

る
場
所
に「
お
い
し
い
ふ
く
い
食
べ
き
り
運
動
」の
ポ
ス
タ
ー

や
ち
ら
し
を
掲
示
し
、
県
内
外
に
運
動
を
周
知
し
ま
し
た
。

全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
で
の
活
動

平
成
28
年
10
月
に
、
本
県
が
全
国
に
呼
び
か
け
、
食
品
ロ

ス
削
減
に
取
り
組
む
自
治
体
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
全
国
お

い
し
い
食
べ
き
り
運
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
」
が
設
立
し

ま
し
た
。
設
立
後
も
参
加
自
治
体
は
着
実
に
増
え
、
平
成
31

年
2
月
末
現
在
、
47
都
道
府
県
、
3
3
9
市
区
町
村
が
参
加

し
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
8
月
に
は
、
福
井
市
に
お
い
て
協
議
会
の
参
加

自
治
体
が
「
お
い
し
い
ふ
く
い
食
べ
き
り
運
動
」
の
活
動
内

容
を
学
ぶ
「
食
べ
き
り
塾
」
を
開
催
し
、
全
国
か
ら
32
自
治

体
が
参
加
し
ま
し
た
。

12
月
か
ら
1
月
の
宴
会
の
多
い
時
期
に
、
宴
会
5
箇
条
な

ど
、
お
い
し
く
食
べ
き
る
こ
と
を
呼
び
か
け
る
「
全
国
共
同

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
全
国
27
道
府
県
、
90
市
区
町
で
実
施

し
ま
し
た
。「
お
い
し
く
残
さ
ず
食
べ
き
ろ
う
」
を
共
通
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
、
各
自
治
体
で
ポ
ス
タ
ー
や
ち
ら

し
を
企
業
や
飲
食
店
に
配
布
し
て
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

県
事
業
の
お
知
ら
せ

食品ロス
13.5%

食品廃棄物
39.5%

紙おむつ
9.6%

プラス
チック類
10.5%

紙類
24.9%

木・竹
わら類
3.8%

繊維・布類
6.4%

その他
5.3%

平成29年度食品ロス実態調査結果
（福井県全体）

オーダーシートの使い方（動画）

食べきり実践企業

国体・障スポ期間の
啓発ポスター・ちらし
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３
Ｒ
の
促
進

よ
く
見
れ
ば
資
源
は
い
っ
ぱ
い
！

県
で
は
、
3
つ
の
Ｒ
に
取
り
組

ん
で
お
り
、そ
の
う
ち
、「
雑
が
み
」

を
分
別
し
て
「
燃
や
せ
る
ご
み
」

を
減
ら
し
（
Ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ
（
リ

デ
ュ
ー
ス
））、
回
収
し
て
資
源
化

す
る
（
Ｒ
ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ
（
リ
サ

イ
ク
ル
））
取
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

家
庭
か
ら
出
る
燃
や
せ
る
ご
み

の
う
ち
紙
ご
み
は
約
25
％
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
リ
サ
イ
ク
ル

で
き
る
紙
が
68
％
と
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
家
庭
に
は
た
く
さ
ん
の
紙
資
源
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、「
ご
み
」
と

し
て
燃
や
さ
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
の
で
す
。

包
装
紙
や
封
筒
な
ど
の

捨
て
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
「
雑
が
み
」
を
分
別
し

て
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
、「
資

源
」
と
し
て
再
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

雑
が
み
回
収
袋
の
配
布

家
庭
で
の
雑
が
み
回
収
を
容
易
に
し
、
雑
が
み
分
別
を
実

践
す
る
た
め
、
県
内
の
小
学
生
に
雑
が
み
回
収
袋
を
配
布
し

ま
し
た
。

①
雑
が
み
を
分
別
す
る

紙
の
箱
、
包
装
紙
、
紙
の
芯
、
メ
モ
用
紙
な
ど
の
主
な

も
の
を
分
別
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

②
収
集
す
る

雑
が
み
回
収
袋
（
収
集
用

の
紙
袋
）を
用
意
し
て
分
別
・

収
集
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

③
雑
が
み
を
出
す

紙
袋
に
入
れ
て
紙
ひ
も
で
と
じ
る
、
ま
と
め
て
紙
ひ
も

で
縛
る
な
ど
し
て
、
お
住
ま
い
の
市
町
の
回
収
方
法
に
合

わ
せ
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

※�
お
近
く
の
資
源
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

ご
み
分
別
区
分
ラ
ベ
ル
の
作
成

各
市
町
の
国
体
・
障
ス
ポ
の
会

場
で
、ご
み
の
分
別
徹
底
を
行
い
、

ご
み
分
別
意
識
の
定
着
を
図
る

目
的
で
、絵
図
記
号（
ピ
ク
ト
グ

ラ
ム
）を
貼
付
し
た
ご
み
箱
を
設

置
し
ま
し
た
。ご
み
の
分
別
区
分

は
8
種
類（
ダ
ン
ボ
ー
ル
、雑
が
み
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、容
器
包
装
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
、ア
ル
ミ
缶
／
ス
チ
ー

ル
缶
、び
ん
、可
燃
ご
み
、不
燃
ご

み
）と
し
、視
覚
的
に
ご
み
分
別
を

周
知
し
ま
し
た
。

「
ま
ち
の
修
理
屋
さ
ん
」
知
っ
て
い
ま
す
か
？

修
理
し
て
も
の
を
長
く

使
う
こ
と（
Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ

（
リ
ユ
ー
ス
））は
大
切
な
こ

と
で
す
。県
で
は
、壊
れ
た

時
計
や
家
具
等
の
修
理
を

請
け
負
う「
ま
ち
の
修
理
屋

さ
ん
」を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。

修
理
店
舗
の
情
報
や
修

理
事
例
、
日
常
生
活
で
活
か
せ
る
、
長
持
ち
さ
せ
る
た
め
の

お
手
入
れ
の
コ
ツ
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。
自
分
に
ぴ
っ
た
り

の
修
理
屋
さ
ん
を
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

可燃ごみに混在する紙資源

３Ｒ

Ｒeduce	 （リデュース）
Ｒeuse	 （リユース）
Ｒecycle	（リサイクル）

紙の箱

包装紙

紙の芯

台紙、ダグ

メモ用紙、ちらし

紙袋に入れて
紙ひもでとじる

まとめて
紙ひもで縛る

リサイクルマップ

近くの回収場所が
一目でわかるリサ
イクルマップを活
用しよう！！

福井県  雑がみ

ごみ分別区分8種類

お手入れ講座の様子

ふくい まちの修理屋さん

お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
井
県
安
全
環
境
部
循
環
社
会
推
進
課

�

☎ 

０
７
７
６

−

２
０

−

０
３
１
７
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「
コ
ウ
ノ
ト
リ
」の

繁
殖
・
放
鳥
事
業

県
で
は
国
の
特
別
天
然
記
念
物
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
自
然
再

生
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
平
成
23
年
12
月
か
ら
、
兵
庫
県
立

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
と
の
共
同
研
究
と
し
て
、
同
公
園
か

ら
つ
が
い
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
「
ふ
っ
く
ん
」「
さ
っ
ち
ゃ
ん
」

を
借
り
受
け
、
越
前
市
白
山
地
区
に
お
い
て
飼
育
・
繁
殖
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
27
年
度
か
ら
は
、
生
ま
れ
た

ヒ
ナ
を
野
外
へ
放
鳥
し
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
舞
う
豊
か
な
自
然

環
境
の
保
全
・
再
生
を
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
繁
殖
・
放
鳥

平
成
30
年
5
月
に
、
県
が
飼
育
・
繁
殖
事
業
を
開
始
し
て

か
ら
初
め
て
、
有
精
卵
か
ら
ヒ
ナ
が
誕
生
。
県
内
の
全
小
中

学
生
か
ら
3
羽
の
ヒ
ナ
の
愛
称
を
募
集
し
た
結
果
、「
こ
こ
ろ

ち
ゃ
ん
（
雌
）」、「
り
ゅ
う
く
ん
（
雄
）」、「
ひ
か
り
ち
ゃ
ん

（
雌
）」
と
命
名
、
9
月
17
日
、
越
前
市
湯
谷
町
で
放
鳥
し
ま

し
た
。
平
成
27
年
か
ら
こ
れ
ま
で
9
羽
を
放
鳥
し
ま
し
た
。

各
地
か
ら
の
お
便
り
と
地
域
交
流

県
が
放
鳥
し
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
に
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
発
信
機
が
装

着
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
、
全
国
36
の
都
府
県
へ
飛
来
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。（
位
置
情
報
は
県
自
然
環
境
課

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
）
ま
た
、
放
鳥
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
写

真
や
元
気
な
様
子
の
お
便
り
が
全
国
か
ら
届
い
て
お
り
、「
げ

ん
き
く
ん
」
は
島
根
県
雲
南
市
で
環
境
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
就
任
、「
か
け
る
く
ん
」
は
、
和
歌
山
県
有
田
川
町
で
特

別
住
民
票
を
交
付
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
特
別
な
存
在
と
し
て

地
域
住
民
か
ら
歓
迎
さ
れ
見
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

越
前
市
白
山
・
坂
口
地
区
で
は
、
県
が
放
鳥
し
た
コ
ウ
ノ

ト
リ
の
飛
来
を
契
機
に
自
然
再
生
活
動
が
始
ま
っ
た
地
域
と

の
交
流
や
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
た
自
然
再
生
に

取
り
組
む
県
内
外
の
小
学
校
の
受
け
入
れ
な
ど
、
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
縁
で
つ
な
が
っ
た
交
流
や
環
境
学
習
が
進
ん
で
い
ま
す
。

今年誕生した幼鳥
（左「こころちゃん」、中央「りゅうくん」

右「ひかりちゃん」）

放鳥の様子（H30.9.17 越前市湯谷町）

豊岡市の小学生の環境学習受入れ（越前市）

和歌山県有田川町で交付された
「かけるくん」の特別住民票（H30.11.12）

福井県で放鳥したコウノトリの滞在地 （放鳥日〜H31.1.10現在）（県自然環境課ホームページで公開中）
●はGPSで位置を記録した点、●は30日以上滞在した市町村（韓国では行政区）の位置　※さきちゃん（雌）は死亡

りゅうくん（雄）こころちゃん（雌）

ゆめちゃん（雌）

ひかりちゃん（雌）ほまれくん（雄）

たからくん（雄）げんきくん（雄） かけるくん（雄）
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福
井
県
年
縞
博
物
館
が

オ
ー
プ
ン

名
勝
三
方
五
湖
の
一
つ
水
月
湖
の
湖
底
に
は
、
7
万
年
分

の
泥
が
作
る
縞
模
様
の
層
が
堆
積
し
て
い
ま
す
。
こ
の
縞
々

は
「
年ね
ん

縞こ
う

」
と
呼
ば
れ
、
木
の
年
輪
の
よ
う
に
1
年
に
1
層

ず
つ
規
則
的
に
刻
ま
れ
、
過
去
の
気
候
変
動
や
自
然
災
害
の

履
歴
を
知
る
手
掛
か
り
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
だ
け
連
続
し
た
年
縞
は
世
界
で
も
水
月
湖
だ
け
で
あ

り
、
出
土
す
る
化
石
や
文
化
財
の
年
代
決
定
に
も
重
要
な
役

割
を
果
た
し
、「
世
界
標
準
の
も
の
さ
し
」
と
し
て
世
界
か

ら
認
め
ら
れ
、
中
学
一
年
の
教
科
書
等
で
も
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
福
井
県
の
宝
で
あ
る
水
月
湖
年
縞
を
環
境
教
育
や
観

光
に
活
か
す
た
め
、
平
成
30
年
9
月
15
日
に
世
界
初
の
「
年

縞
」
博
物
館
が
、三
方
五
湖
の
ほ
と
り
、若
狭
町
鳥
浜
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

福
井
の
宝

水
月
湖
「
年
縞
」
か
ら
わ
か
る
こ
と

年
縞
は
、
1
年
に
1
層
ず
つ
規
則
的
に
積
み
重
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
含
ま
れ
る
木
の
葉
や
花
粉
、
火
山
灰
、

黄
砂
な
ど
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
過
去
の
気
温
や
水
温
、

気
候
な
ど
の
変
化
を
年
単
位
で
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
年
縞
に
含
ま
れ
る
約
8
0
0
点
に
の
ぼ
る
葉
化
石

の
炭
素
14
の
量
を
測
定
す
る
こ
と
で
、
そ
の
葉
が
落
ち
た
年

代
の
炭
素
14
の
量
を
正
確
に
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
た
め
、
放
射
性
炭
素
年
代
測
定
法
で
測
定
し
た
化
石
や
文

化
財
の
年
代
を
補
正
す
る
精
度
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
て
い

ま
す
。年

縞
博
物
館
に
行
っ
て
み
よ
う
！

博
物
館
で
は
、
ま
ず
、
筒
状
の
シ
ア
タ
ー
に
映
し
出
さ
れ

た
バ
ー
チ
ャ
ル
映
像
で
、
年
縞
の
概
要
を
わ
か
り
や
す
く
紹

介
し
ま
す
。そ
し
て
、2
階
に
上
が
る
と
、最
大
の
目
玉
、45
ｍ
・

7
万
年
分
の
水
月
湖
年
縞
の
実
物
が
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
に
し

て
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
水
月
湖
年
縞
が
育
ま
れ
た
仕
組
み
や
年
縞
か
ら

わ
か
る
水
月
湖
周
辺
の
過
去
の
風
景
の
移
り
変
わ
り
を
映
像

を
使
っ
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
年
縞
と
放
射
性

炭
素
年
代
測
定
法
と
の
関
係
を
理
解
し
て
も
ら
う
体
験
コ
ー

ナ
ー
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
水
月
湖
年
縞
の
歴
史
で

あ
る
過
去
7
万
年
間
の
人
類
や
古
生
物
の
歴
史
に
つ
い
て
も

紹
介
し
て
お
り
、
常
駐
案
内
員
の
解
説
を
聞
き
、
楽
し
み
な

が
ら
学
べ
る
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

博
物
館
が
立
地
し
て
い
る
縄
文
ロ
マ
ン
パ
ー
ク
内
に
は
、

鳥
浜
貝
塚
の
出
土
品
な
ど
、
縄
文
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
る
若
狭
三
方
縄
文
博
物
館
や
、
福
井
県
立
三
方
青
年
の
家

も
立
地
し
て
お
り
、
こ
の
エ
リ
ア
は
、
複
合
的
な
教
育
拠
点

と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
開
館
時
間
】
9
時
〜
17
時
（
入
館
は
16
時
半
）

【
休
館
日
】
火
曜
日
、
年
末
年
始

年縞博物館外観

開館記念式典（テープカット）

水月湖の年縞（一部）

年縞博物館内観

水月湖年縞の実物展示
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里
山
里
海
湖
研
究
所
の
活
動

地
域
と
企
業
が
共
働
し
て
里
山
の
整
備
を
開
始

〜
元
気
な
ふ
る
さ
と
の
里
山
整
備
事
業
〜

里
山
里
海
湖
研
究
所
で
は
、
過
疎
化
や
高
齢
化
に
よ
り
整

備
が
行
き
届
か
な
く
な
っ
た
里
山
の
再
生
を
図
る
た
め
、
平

成
30
年
度
か
ら
、
地
域
住
民
以
外
の
企
業
、
学
生
等
の
参
加

お
よ
び
協
力
を
得
て
保
全
・
整
備
活
動
を
行
お
う
と
す
る
住

民
団
体
の
活
動
に
対
し
て
、
作
業
に
必
要
な
資
機
材
の
貸
出

し
、
専
門
家
の
派
遣
等
に
よ
り
支
援
し
て
い
ま
す
。

身
近
な
森
で
の
展
望
台
、
登
山
道
の
整
備
（
案
内
看
板
の

製
作
、
設
置
等
）
や
ビ
オ
ト
ー
プ
、
里
山
公
園
、
広
場
の
整

備
等
に
よ
り
、
地
域
住
民
等
が
集
え
る
場
所
と
し
て
里
山
の

利
用
が
図
ら
れ
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

三
方
五
湖
自
然
観
察
棟  

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

里
山
里
海
湖
研
究
所
の
事
務
部
門
、
研
究
部
門
は
平
成
30

年
度
に
福
井
県
年
縞
博
物
館
内
へ
移
転
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

伴
い
、
旧
研
究
所
の
建
物
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
三
方
五
湖

自
然
観
察
棟
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
周
辺
の
豊
か
な
自

然
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

自
然
観
察
棟
で
は
、
次
の
よ
う
な
体
験
が
で
き
ま
す
。

1　

野
鳥
や
生
き
も
の
た
ち
の
観
察

春
夏
秋
冬
、
多
様
な
種
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

三
方
湖
や
ハ
ス
川
の
魚
も
水
槽
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

冬
は
渡
り
鳥
が
た
く
さ
ん
や
っ
て
き
ま
す
。
絶
好
の
野

鳥
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
三
方
湖
で
、
望
遠
鏡
や
双
眼
鏡
を

使
っ
て
鳥
の
生
活
を
観
察
し
て
み
よ
う
。

2　

自
然
素
材
を
使
っ
た
工
作
体
験

ド
ン
グ
リ
や
松
ぼ
っ
く
り
、
木
の
コ
ー
ス
タ
ー
な
ど

で
、工
作
が
で
き
ま
す
。
簡
単
コ
ー
ス（
ど
ん
ぐ
り
ア
ー

ト
等
）、
じ
っ
く
り
コ
ー
ス
（
松
ぼ
っ
く
り
恐
竜
・
ク

マ
さ
ん
等
）が
あ
り
ま
す
。（
簡
単
コ
ー
ス
の
7
名
以
上
、

じ
っ
く
り
コ
ー
ス
の
場
合
は
事
前
予
約
要
、
両
コ
ー
ス

と
も
10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時
ま
で
）

3　

三
方
湖
畔
生
き
も
の
観
察
ツ
ア
ー
（
事
前
予
約
要
）

野
鳥
や
植
物
、
昆
虫
に
つ
い
て
、
里
山
里
海
湖
相
談

員
の
ガ
イ
ド
を
聞
き
な
が
ら
実
際
に
三
方
湖
畔
を
散
策

し
ま
す
。

【
所
要
時
間
】
60
分

【
費　
　

用
】
保
険
料
50
円
／
人

4　

そ
の
他

学
校
な
ど
、
団
体
で
自
然
観
察
・
体
験
も
で
き
ま
す
。

内
容
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
、
里
山
里
海
湖
研

究
所
で
研
究
し
て
い
る
内
容
を
学
ぶ
コ
ー
ナ
ー
が
あ
っ

た
り
、
冬
に
は
薪
ス
ト
ー
ブ
に
薪
を
く
べ
る
体
験
も
で

き
ま
す
。

三
方
五
湖
自
然
観
察
棟
（
入
館
無
料
）

【
開
館
時
間
】
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分

【
休
館
日
】�

毎
週
火
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）、

年
末
年
始

若狭町脇袋地区　膳部山での作業
（アイシン・エィ・ダブリュ工業株式会社が作業に参加）

高性能望遠鏡を使って間近で観察

冬の三方五湖は野鳥の宝庫

観察棟内部の様子
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ス
ポ
ー
ツ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
拾
い
大
会

福
井
県
で
は
、「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
」
国
体
・
障
ス
ポ

に
向
け
た
県
民
運
動
と
し
て
、
平
成
26
年
度
よ
り
「
ス
ポ
ー

ツ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
拾
い
大
会
」
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

「
ス
ポ
ー
ツ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
拾
い
大
会
」
は
、
チ
ー
ム
で
力
を

合
わ
せ
、
制
限
時
間
内
に
決
め
ら
れ
た
エ
リ
ア
内
で
ご
み
を

拾
い
、
そ
の
質
と
量
を
ポ
イ
ン
ト
で
競
い
合
う
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
年
齢
を
問
わ
ず
参
加
で
き
る
地
球
に
最
も
優
し

い
競
技
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
拾
い
大
会  

決
勝
戦

平
成
30
年
6
月
24
日
（
日
）、
国
体
・
障
ス
ポ
1
0
0
日

前
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
県
内
各
地
区
予
選
会
を
勝
ち
抜
い
た

チ
ー
ム
に
よ
る
決
勝
戦
を
、
国
体
・
障
ス
ポ
の
開
閉
会
式
会

場
と
な
る
福
井
運
動
公
園
で
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
併
せ
て
一
般
募
集
で
集
ま
っ
た
参
加
者
に
よ
る
大

会
も
同
時
開
催
し
、
総
勢
53
チ
ー
ム
、
2
2
6
人
に
よ
る
過

去
最
大
規
模
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

開
会
式
に
は
、
は
ぴ
り
ゅ
う
や
は
な
り
ゅ
う
な
ど
、
5
兄

弟
が
応
援
に
駆
け
付
け
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
拾
い
大
会  

決
勝
戦  

結
果

決
勝
戦
は
29
年
度
の
予
選
会
を
勝
ち
抜
い
た
15
チ
ー
ム
が

福
井
県
ナ
ン
バ
ー
1
を
目
指
し
、
競
技
に
臨
み
ま
し
た
。

一
般
大
会
で
は
38
チ
ー
ム
に
参
加
い
た
だ
き
、
特
に
家
族

や
小
中
学
校
、
高
校
の
友
だ
ち
同
士
で
の
参
加
が
多
く
、
非

常
に
活
気
の
あ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
大
会
当
日
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
記
念
タ
オ
ル
を
配
布
し
、

参
加
者
が
同
じ
タ
オ
ル
を
身
に
着
け
て
、
競
技
に
参
加
し
ま

し
た
。

ま
た
、
大
会
運
営
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
8
名
の
女
子
高

生
の
参
加
も
あ
り
、
円
滑
に
進
行
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。ス

ポ
ー
ツ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
拾
い
大
会
を
通
し
て

平
成
26
年
度
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
拾
い
大
会
を
開
催

し
、
5
年
間
で
、
計
4
6
1
チ
ー
ム
、
延
べ
2
，0
3
2
人

の
方
に
大
会
に
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。
大
会
へ
の
参
加
を

き
っ
か
け
と
し
て
、
今
後
、
多
く
の
方
に
環
境
美
化
活
動
に

参
加
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ご
協
賛
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

一
般
社
団
法
人
福
井
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
様
に
は
、
景
品
や

参
加
賞
の
軍
手
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
毎
年

各
大
会
に
お
い
て
支
部
や
部
会
な
ど
に
よ
る
チ
ー
ム
を
結
成

し
、
大
会
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

ふ
く
い
ふ
る
さ
と
の
音
風
景

音
風
景
と
は
、
音
は
風
景
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
し
て
一

体
的
に
捉
え
る
考
え
方
で
す
。

県
で
は
、
音
を
通
じ
て
楽
し
み
な
が
ら
身
近
な
環
境
に
つ

い
て
考
え
る
機
会
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
平
成
26
年
度

か
ら
「
ふ
く
い
ふ
る
さ
と
の
音
風
景
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
開

設
し
、
県
内
で
投
稿
さ
れ
た
音
風
景
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
に
は
、
特
に
未
来
に
残
し
て
い
き
た
い
音
風

景
50
選
を
選
定
し
ま
し
た
。
平
成
30
年
度
は
、
50
選
の
周
知

の
た
め
、
50
選
を
テ
ー
マ
と
し
た
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催

し
ま
し
た
。
4
1
5
枚
の
応
募
が
あ
り
、
優
秀
作
品
を
選
定

し
ま
し
た
。

《
入
賞
作
品
（
自
然
分
野
）》

ごみ拾いの様子

選手宣誓の様子

テーマ ： 雪

テーマ ： 中池見湿地

【 優 秀 賞 】

テーマ ： 六呂師高原

【福井カメラ商組合賞】

入賞作品（11作品）
は、今後、県内各地で
巡回展示を行いますの
で、ぜひご覧ください。
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環境ふくい推進協議会会長表彰  受賞者一覧

環境ふくい推進協議会では、環境保全活動のより一層の推進を図ることを目的として、地道に環境保全活
動に努められ、その活動が賞賛に値する個人・団体・学校・企業を表彰しています。平成30年度の受賞者は
次のとおりです。

部門 氏　　名（市町） 功　績　概　要

個　

人

鈴木　早苗（鯖江市）

福井県地球温暖化防止活動推進員（アースサポーター）とし
て温暖化防止の出前授業の実施や、子どもを対象にしたネイ
チャーゲームなどの活動を実施し、地域の環境教育を推進して
います。

野村みゆき（越前市）
越前市エコビレッジ交流センターの指導員として、長年にわた
り環境学習講座や白山・坂口地区でビオトープの整備と維持管
理に取組むなど環境保全や環境教育を推進しています。

団　

体

入谷町（越前市）
地域全体で長年にわたり、地区の清掃活動や沿道の看板整備な
どを行い、積極的に環境美化に取組んでいます。

大野市消費者グループ
連絡協議会（大野市）

学校や自宅から出た生ごみを堆肥化し、野菜作りに活用し、育
てた野菜を市内の中学校の給食に食材として提供するなど、資
源循環型のまちづくりに貢献しています。

福井県連合婦人会（福井市）

食品ロス削減のために、「おいしいふくい食べきり運動」の啓
発を県と共同で実施し、食べきり推進員を中心とした地域での
食べきり運動啓発活動や食べきり協力店への働きかけ等を推進
しています。

特定非営利活動法人
ＷＡＣおばま（小浜市）

小浜市上根来地区や若狭町熊川地区において市民による治山活
動や里山の宿泊体験事業を実施するなど、地域の環境保全およ
び環境教育を推進しています。

学　

校

永平寺町吉野小学校
（永平寺町）

ホタルの生態についての学習、ホタル保護のための看板製作や、
荒川での生き物調査活動を毎年実施するなど地域の環境保全に
貢献しています。

敦賀市立松原小学校
（敦賀市）

「気比の松原」において、清掃や松葉かきなどの環境保全活動
に取り組むとともに、松原の歴史や植生遷移の仕組みなどを各
種学習に取り入れ環境教育を推進しています。

福井県立福井特別支援学校
（福井市）

児童・生徒が校内のビオトープで生物観察・水質管理を行って
いる他、花の栽培や苗植えを通して地域住民との交流を深める
など、学校全体で環境教育や地域の環境美化を推進しています。

企　

業

株式会社 福井村田製作所
（越前市）

小学校において、地球温暖化や３Ｒなどの環境問題について、
クイズを用いた分かりやすい出前授業を実施するなど環境教育
を推進しています。
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私たちの活動紹介
環境教育・学習推進活動

循環型社会を目指して

株式会社福井村田製作所

大野市消費者グループ連絡協議会

弊社では社会貢献活動の一環として、2006年から小学校
を対象とした環境学習（出前授業）を行っています。
当初、弊社工場が立地している越前市・越前町から始め

ましたが、現在は範囲を拡げ、福井市、敦賀市等の小学校
も加わり、過去3年では47校、約2,100人の児童と授業を行
いました。
環境学習の内容は、クイズ形式で地球温暖化や３Ｒ（廃

棄物問題や資源循環等）について、身近なところから環境
問題にアプローチできるよう独自の資料を用いて小学生が
理解しやすいような内容とし、３Ｒにおいては、小学校授
業の復習的な位置づけとしても利用していただいています。
授業後に先生や児童からいただいた意見や感想を当活動

に活かし、引き続き環境に対する意識向上の取り組みを進
めていきます。

大野市消費者グループ連絡協議会は、消費者相互の連絡
を密にし、統一的な行動によって、消費者の意識を高め、
消費生活の向上を図ることを目的として、昭和53年2月に
設立しました。
◆ 生ごみから堆肥を生成
同協議会では、新たに生ごみを減らす方法や資源として

再活用する方法について注目し、平成22年度から生ごみ減
量に取り組んでいる企業等を視察し、翌年、会員や市民の
有志でつくる「生ごみ減らし隊」を結成しました。その後、
市の協力を経て生ごみ処理機を市内の中学校に設置し、当
番制で生ごみを投入したり、学校給食の調理くずを投入し
たりして生ごみの減量に努めました。現在では、生ごみ処
理機からできた生成物にもみ殻や米ぬか、油粕などを混ぜ
て堆肥を作り、その堆肥を利用して各隊員たちは毎年じゃ
がいもや玉ねぎなどの野菜を作っています。
毎年、秋頃に生ごみ処理機を設置している中学校にお

礼も兼ねて、堆肥で作った野菜を納品し、学校給食に利
用してもらっています。

◆新たな取り組み
平成29年度からは、堆肥を利用して保育園の園児と一

緒に野菜づくりを行うようになったほか、この活動を
知ってもらうため、市内で開催されるイベントなどで広
く市民に周知をしたり、堆肥を配布したりしています。
循環型社会を目指して、一人ひとりができることを今

後も取り組んでまいります。

生ごみ処理機に生ごみを投入

イベント会場にて活動内容をPR

堆肥を利用して隊員たちが作った野菜を中学校に贈呈
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大気	 ■・ベンゼン等による大気の汚染に係る環境基準についての一部を改正する件（平成30年環境省告示第100号）
	 　　概要　‌�ベンゼン等による大気の汚染に係る環境基準について（平成9年環境庁告示第4号）が改正され、トリクロロエチレンの大気の汚染に

係る環境基準が「1年平均値0.2mg/m3以下」から「1年平均値0.13mg/m3」に改められた。
	 　　　　　（注）環境基準は、具体的に事業者に規制を課すものではない。
	 　　公布　平成30年11月19日
	 　　施行　公布の日（平成30年11月19日）

水質	 ■・排水基準を定める省令の一部を改正する省令の一部を改正する省令（平成30年環境省令第9号）
	 　　概要　‌�排水基準を定める省令の一部を改正する省令（平成24年環境省令第15号）が改正され、「1,4-ジオキサン」に係る暫定排水基準が適用

されている2業種について、暫定排水基準が「6mg/L」から「3mg/L」に強化され、さらに3年間適用が延長された。
	 　　公布　平成30年4月10日
	 　　施行　平成30年5月25日

土壌	 ■・土壌の汚染に係る環境基準についての一部を改正する件（平成30年環境省告示第77号）
	 　　概要　‌�土壌の汚染に係る環境基準について（平成3年環境庁告示第46号）が改正され、「シス-1,2-ジクロロエチレン」が「1,2-ジクロロエチレン」

に改められた。（注）環境基準は、具体的に事業者に規制を課すものではない。
	 　　公布　平成30年9月18日
	 　　施行　平成31年4月1日
	 ■・土壌汚染対策法施行令の一部を改正する政令（平成30年政令第283号）
	 　　概要　‌�土壌汚染対策法施行令（平成14年政令第336号）が改正され、特定有害物質の「トランス-1,2-ジクロロエチレン」が「1,2-ジクロロエ

チレン」に改められるとともに、国等が行う汚染土壌の処理の特例の適用に関する読替えが規定された。
	 　　公布　平成30年9月28日
	 　　施行　土壌汚染対策法の一部を改正する法律（平成29年法律第33号）の施行の日（平成31年4月1日）
	 ■・土壌汚染対策法施行規則の一部を改正する省令（平成31年環境省令第3号）
	 　・汚染土壌処理業に関する省令の一部を改正する省令（平成31年環境省令第4号）
	 　・土壌汚染対策法に基づく指定調査機関及び指定支援法人に関する省令の一部を改正する省令（平成31年環境省令第5号）
	 　　概要　‌�土壌汚染対策法の一部を改正する法律（平成29年法律第33号）の施行に伴い、土壌汚染対策法施行規則（平成14年環境省令第29号）、

汚染土壌処理業に関する省令（平成21年環境省令第10号）および土壌汚染対策法に基づく指定調査機関及び指定支援法人に関する省
令（平成14年環境省令第23号）が改正され、土壌汚染状況調査および区域指定、要措置区域等における対策および汚染土壌処理施設
における処理ならびに指定調査機関等に係る事項について、省令で定めることとされているものが規定された。

	 　　公布　平成31年1月28日
	 　　施行　土壌汚染対策法の一部を改正する法律の施行の日（平成31年4月1日）
	 ■・‌�土壌溶出量基準に適合しない汚染状態にある土壌が要措置区域内の帯水層に接する場合における土地の形質の変更の施行方法の基準を定め

る件（平成31年環境省告示第5号）
	 　・要措置区域外から搬入された土壌を使用する場合における当該土壌の特定有害物質による汚染状態の調査方法を定める件
	 　　（平成31年環境省告示第6号）
	 　・‌�自然由来等土壌構造物利用施設に係る事業場からの自然由来等土壌に含まれる特定有害物質を含む液体の地下への浸透による新たな地下水

汚染を防止するための措置を定める件（平成31年環境省告示第7号）
	 　・浄化等処理施設において浄化又は溶融が行われた汚染土壌の特定有害物質による汚染状態の調査方法を定める件（平成31年環境省告示第8号）
	 　　概要　‌�土壌汚染対策法の一部を改正する法律（平成29年法律第33号）の施行に伴い、改正後の土壌汚染対策法施行規則（平成14年環境省令

第29号）および汚染土壌処理業に関する省令（平成21年環境省令第10号）において、環境大臣が定めることとされている事項が規定
された。

	 　　　　　‌�　また、土壌汚染対策法施行規則第43条第2号の規定に基づく環境大臣が定める要措置区域内における土地の形質の変更の禁止の例
外となる行為の施行方法の基準（平成23年環境省告示第53号）が廃止された。

	 　　公布　平成31年1月29日
	 　　施行　平成31年4月1日

化学物質	 ■・化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律施行令の一部を改正する政令（平成30年政令第35号）
	 　　概要　化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律施行令（昭和49年政令第202号）が改正され、次の事項が定められた。
	 　　　　　₁　新規化学物質の審査特例制度における国内総量上限の数量の設定
	 　　　　　₂　‌�ポリ塩化直鎖パラフィンおよび1,1'-オキシビス（2,3,4,5,6-ペンタブロモベンゼン）（別名デカブロモジフェニルエーテル）について、
	 　　　　　　①第一種特定化学物質に追加指定
	 　　　　　　②使用した製品を輸入禁止製品に追加
	 　　　　　₃　PFOS又はその塩について、
	 　　　　　　①使用が認められている用途から除外
	 　　　　　　②使用した製品を輸入禁止製品に追加
	 　　　　　　③使用した製品を原則として技術基準適合義務等の対象から除外
	 　　公布　平成30年2月21日
	 　　施行　上記₂①および₃：平成30年4月1日、₂②：平成30年10月1日、₁：平成31年1月1日

廃棄物	 ■・廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則の一部を改正する省令（平成30年環境省令第1号）
	 　　概要　‌�廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則（昭和46年厚生省令第35号）が改正され、再生利用の用に供する施設の軽微な変更届出、

一般廃棄物の広域的処理の認定事業者に係る変更届出および一般廃棄物の無害化処理の認定事業者に係る変更届出において、登記事
項証明書を添付する場合の提出期限が「10日以内」から「30日以内」に改められるとともに、産業廃棄物収集運搬業、産業廃棄物処
分業、特別管理産業廃棄物収集運搬業および特別管理産業廃棄物処分業の実施に関し優れた能力および実績を有する者の基準のうち、
公表事項の更新すべき場合および様式が改められた。

	 　　公布　平成30年2月2日
	 　　施行　公布の日（平成30年2月2日）

主な環境関連法令の改正情報 （H30.2. 〜 H31.1.）法令チェックなどにご利用ください。
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	 ■・廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則等の一部を改正する省令（平成30年環境省令第2号）
	 　　概要　‌�廃棄物の処理及び清掃に関する法律の一部を改正する法律（平成29年法律第61号）の施行に伴い、廃棄物の処理及び清掃に関する法

律施行規則（昭和46年厚生省令第35号）および環境省の所管する法令に係る民間事業者等が行う書面の保存等における情報通信の技
術の利用に関する法律施行規則（平成17年環境省令第9号）等が改正され、2以上の事業者による産業廃棄物の処理に係る特例、有害
使用済機器の保管等、産業廃棄物・特別管理産業廃棄物に係る適正処理困難通知および電子マニフェストの一部義務化について、環
境省令で定める事項が規定された。

	 　　公布　平成30年2月22日
	 　　施行　平成30年4月1日（一部、平成31年4月1日、平成32年4月1日）

	 ■・廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則の一部を改正する省令（平成30年環境省令第25号）
	 　　概要　‌�廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則（昭和46年厚生省令第35号）が改正され、水銀使用製品産業廃棄物の対象となる水銀使

用製品およびあらかじめ水銀の回収が必要な水銀使用製品が追加されるとともに、廃水銀等を排出する施設が追加された。
	 　　公布　平成30年12月3日
	 　　施行　公布の日（平成30年12月3日）から起算して三月を経過した日

フロン	 ■・‌�特定物質の規制等によるオゾン層の保護に関する法律第三条第一項第一号から第三号に掲げる事項の一部を改正する告示（平成30年経済産
業省・環境省告示第9号）

	 　　概要　‌�特定物質の規制等によるオゾン層の保護に関する法律第三条第一項第一号から第三号に掲げる事項（昭和64年環境庁・通商産業省告
示第1号）が改正され、ハイドロフルオロカーボンについて期間ごとの生産量および消費量の基準限度が定められた。

	 　　公布　平成30年10月24日
	 　　施行　公布の日（平成30年10月24日）

地球温暖化	 ■・気候変動適応法（平成30年法律第50号）
・エネルギー	 　　概要　‌�政府による気候変動適応計画の策定、環境大臣による気候変動影響評価の実施、国立研究開発法人国立環境研究所による気候変動へ

の適応を推進するための業務の実施および地域気候変動適応センターによる気候変動への適応に関する情報の収集・提供等の措置が
定められた。

	 　　　　　‌�事業者の努力として、「自らの事業活動を円滑に実施するため、その事業活動の内容に即した気候変動適応に努めるとともに、国及
び地方公共団体の気候変動適応に関する施策に協力するよう努めるものとする。」旨の規定があるが、事業者に具体的な規制を課し
てはいない。

	 　　公布　平成30年6月13日
	 　　施行　平成30年12月1日（一部、公布の日（平成30年6月13日））
	 ■・エネルギーの使用の合理化等に関する法律の一部を改正する法律（平成30年法律第45号）
	 　　概要　‌�エネルギーの使用の合理化等に関する法律（昭和54年法律第49号）が改正され、複数事業者が連携する省エネルギー取組を認定し、

省エネルギー量を事業者間で分配して報告することが認められるとともに、契約等で貨物の輸送方法を決定する事業者を「荷主」と
して定義が見直され、新たに到着日時等を適切に指示することのできる貨物の荷受側を「準荷主」と位置づけられた。

	 　　　　　　また、地球温暖化対策の推進に関する法律（平成10年法律第117号）が改正され、条項番号の移動等が整理された。
	 　　公布　平成30年6月13日
	 　　施行　平成30年12月1日（一部、公布の日（平成30年6月13日））
	 ■・海洋再生可能エネルギー発電設備の整備に係る海域の利用の促進に関する法律（平成30年法律第89号）
	 　　概要　‌�長期にわたり海域を占用する海洋再生可能エネルギー発電設備の整備に係る海域の利用を促進するため、基本方針の策定、促進区域

の指定、当該区域内の海域の占用等に係る計画の認定制度等が定められた。
	 　　公布　平成30年12月7日
	 　　施行　公布の日（平成30年12月7日）から起算して4月を超えない範囲内において政令で定める日

労働衛生	 ■・石綿障害予防規則等の一部を改正する省令（平成30年厚生労働省令第59号）
	 　　概要　‌�労働安全衛生法施行令（昭和47年政令第318号）が改正され、石綿分析用試料等について、製造、輸入、譲渡、提供または使用が禁

止されている物質から除外されるとともに、作業主任者の選任、作業環境測定の実施、健康診断の実施が必要となる作業、名称等の
表示、名称等の通知および危険性・有害性等の調査を行わなければならない化学物質等に追加された。

	 　　　　　　また、これに伴い、次の省令が改正され、石綿分析用試料等の要件、製造する場合の許可基準および措置等が定められた。
	 　　　　　・石綿障害予防規則（平成17年厚生労働省令第21号）
	 　　　　　・労働安全衛生規則（昭和47年労働省令第32号）
	 　　　　　・特定化学物質障害予防規則（昭和47年労働省令第39号）
	 　　　　　・作業環境測定法施行規則（昭和50年労働省令第20号）
	 　　　　　・女性労働基準規則（昭和61年労働省令第3号）
	 　　公布　平成30年4月6日
	 　　施行　平成30年6月1日

その他	 ■・地方自治法第二百五十二条の二十二第一項の中核市の指定に関する政令の一部を改正する政令（平成30年政令第304号）
	 　　概要　‌�地方自治法第二百五十二条の二十二第一項の中核市の指定に関する政令（平成7年政令第408号）が改正され、中核市に福井市等が追

加された。これにより、次の政令の規定に基づく事務の一部が県から福井市に移譲された。
	 　　　　　・大気汚染防止法施行令（昭和43年政令第329号）第13条第2項
	 　　　　　・ダイオキシン類対策特別措置法施行令（平成11年政令第433号）第8条
	 　　　　　・特定工場における公害防止組織の整備に関する法律施行令（昭和46年政令第264号）第14条
	 　　　　　・廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令（昭和46年政令第300号）第27条
	 　　公布　平成30年10月31日
	 　　施行　平成31年4月1日
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本年度は「福井しあわせ元気」国体・障スポ
の開催や年縞博物館の開館など、全国の方に福
井県の魅力を知っていただく機会が多くありま
した。里山里海湖などのふるさと福井の豊かな自然は大き
な魅力の一つであるとともに、食・観光・教育など私たち
の暮らしを支えてくれる、重要な財産でもあります。
私たちにはこれらの資源を次世代に残していく責務があ

ります。
当協議会では環境保全に努める団体や企業の支援の他に

も、「エコチャレふくい」、「リユースイベント」に代表され
るように、県民全体の環境に対する意識啓発を行って参り
ました。
今後も「みんなのかんきょう」を通し、県民のみなさま

へ県内の環境に関する情報を発信していきたいと思います。

環境ふくい推進協議会からのお知らせ

●環境ふくい推進協議会のホームページ、facebookをご活用ください！
ホームページでは、環境保全に関するお知らせやイベント情報が検索できます！！自然体験活動や風景などの投

稿写真や支援事業の紹介、企業・団体の想いを紹介するページも掲載していますので、こちらもぜひアクセスして
みてください。
ecoイベント申込フォームからは、皆様からの環境に関する情報をホームページにアップでき、情報共有ができる

ようになっています。イベントの周知や参加者募集、実施後の活動報告としてお使いいただけます。アップした内
容は、月２回のメールマガジンにて会員の皆様に配信されます。

環境ふくい推進協議会

【HP】http://www.kankyou-fukui.jp/kankyou-fukui/skg/　　　【facebook】http://www.facebook.com/kanfukyou

●環境ふくい推進協議会  会員募集！
環境ふくい推進協議会では、随時会員を募集しています。環境問題に関心のある方、本誌『みんなのかんきょう』

を読みたい方、当協議会主催行事等の情報を知りたい方は、ぜひご入会ください。お待ちしております！

＜年会費＞
個人会員：500円（１口以上何口でも可）
企業会員：10,000円（１口以上何口でも可）
団体会員：無料

＜お申し込み・お問い合わせ＞
環境ふくい推進協議会事務局（福井県環境政策課内）
TEL：0776-20-0301

環境アドバイザー制度をご活用ください！

当協議会では環境に関する学習会やイベントで、指導者や講師にお困りの方へ環境アドバイザーを派遣していま
す。環境アドバイザーは、環境問題やリサイクル、省資源・省エネ、自然保護など様々な分野の専門家です。
みなさんの町にも環境アドバイザーを呼んで、環境について学びませんか？どうぞお気軽にご相談ください。

＜お申し込み・お問い合わせ＞
環境ふくい推進協議会事務局（福井県環境政策課内）
TEL：0776-20-0301

みんなのかんきょう第70号に関
するお葉書、お手紙ありがとうござ
いました。今後も、より良い情報誌
とするため、みなさまのご意見ご感想をお待
ちしております。掲載希望記事等もお寄せく
ださい。

協議会や企業のいろいろな取り組みが載せ
られており、大変楽しく参考になりました。
� （敦賀市  Ｙさん）

ゴミの分別方法が絵で分かりやすく説明し
てありとても良かったです。�（勝山市  Ｎさん）
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